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問題 

図に示す長さ l, 縦弾性係数 E, 断面二次モーメント Iｚ の片持はりについて, 以下の問いに答えよ.  

(1) 図のように全長にわたって単位長さ当たり pの等分布外力が作用した場合の最大たわみ vmax1を求めよ.  

(2) 等分布外力 pの代わりに P=plの集中外力が自由端に作用した場合の最大たわみ vmax2を求め, １の結果の vmax1

と比較せよ. 

 

図 2 全長に等分布外力を受ける片持ちはり 
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博士前期課程入試問題（第2回） 機 械 力 学（1/2)
問題1 下記の回転振動系についての問に答えよ．なお，この振動系は長さ lで質量が無視できるほど

軽い剛体棒の下端を回転中心，棒の角変位をθ とし，棒上端に質量 m の物体が取付けられて
いる．また，高さ lの位置に設置された，ばね定数 k のばねが壁と物体の間に挿入されている．
角変位 θ は微小とし，静的つりあい点を原点とする．

(2)  物体と剛体棒からなる回転軸まわりの慣性モーメント I を求めよ．

(5) 系の固有角振動数ωnを求めよ．

(4) 角変位 θ に関する運動方程式を書け．

(3)  剛体棒の角変位がθ の場合のばねによる復元トルクの
大きさ T を求めよ．

m
k

l


重力加速度

g

(1) 重力によって物体に加わる，回転運動の接線方向の
回転力（トルク）Tgの大きさを求めよ．

(6) ばねの取付位置を低くした場合の振動周期（固有周期）がどのように変化するのかを述べよ．
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博士前期課程入試問題（第2回） 機 械 力 学（2/2)
問題2 下記の2自由度系振動についての問に答えよ．なお，2つの物体の質量はいずれもmとし，

2つのばねは質量が無視できるほど軽く，ばね定数はいずれもkとするばねで繋がれている．
なお，下の物体の変位をx1, 上の物体の変位x2とし，2つの物体の静的吊りあい点を原点とする．

(1) 2つの物体の変位x1，x2 に関する運動方程式を書け.

(2) 系の固有角振動数ωn1 ,ωn2を求めよ．

(3) 系の固有モードλ1 ,λ2を求めよ．

m
2x

1x
k

k

m

(4) ここで基礎が変位 r = acosωtで振動をし始めたとする．
この状態での2つの物体の変位x1，x2 に関する運動方程式を書け.

(5) (4)の状態でのx1, x2の振動振幅（強制振動解の振幅）を求めよ.

(6) (4)の状態において，基礎が振動しているにも関わらず下の物体の変位x1 が0となる場合の基礎の角振動数を求めよ．

基礎



注意：次のページにも問題有り 

2026 年度 大阪工業大学 大学院 
工学研究科 電気電子・機械工学専攻 

機械工学コース 
博士前期課程 入学試験問題（第 2 回） 

【熱力学】 
 
参照許可物：関数電卓． 
 
図 1 のカルノーサイクルは，動作流体が， 
① 状態 1 から状態 2 は，等温加熱， 
② 状態 2 から状態 3 は，断熱膨張， 
③ 状態 3 から状態 4 は，等温冷却 
④ 状態 4 から状態 1 は，断熱圧縮 

の準静的過程をして，状態 1 に戻るサイクルである．ただし，状態 1 における圧力 p1，体積 V1お

よび温度 T1 は，それぞれ，20.0MPa，0.100cm3 および 1800K である．また，締切比（状態 1 に

対する状態 2 の体積比）σと圧縮比（状態 1 に対する状態 4 の体積比）εは，それぞれ，100 と

15.0 である．さらに，動作流体を，定積比熱 cv が 3.12kJ/(kg･K)で，比熱比κが 1.67 の理想気体

とする． 
 

  
図 1 カルノーサイクル 

 
このカルノーサイクルについて，以下の物理量を求めよ．なお，物理量の計算式も示すこと．ま

た，数値は，有効数字 3 桁まで計算し，単位を必ず示すこと． 
（１） 状態 2 の体積 V2． 
（２） 状態 2 の圧力 p2． 
（３） 状態 4 の体積 V4． 
（４） 状態 4 の圧力 p4． 
（５） 状態 4 の温度 T4． 
（６） 状態 3 の圧力 p3． 
（７） 状態 3 の体積 V3． 
（８） 動作流体の定圧比熱 cp． 
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（９） 動作流体の気体定数 R． 
（１０） 動作流体の質量 m． 
（１１） 等温過程（①）における加熱量 Q12． 
（１２） 等温過程（①）におけるエントロピーの変化量∆S12． 
（１３） 断熱過程（②）における絶対仕事 L23． 
（１４） 断熱過程（②）における次式の積分， 

𝐿𝐿𝑡𝑡,23 = � 𝑉𝑉𝑉𝑉𝑉𝑉
𝑝𝑝3

𝑝𝑝2
， 

で計算される物理量 Lt,23． 
（１５） 等温過程（③）における絶対仕事 L34． 
（１６） 等温過程（③）における次式の積分， 

𝐿𝐿𝑡𝑡,34 = � 𝑉𝑉𝑉𝑉𝑉𝑉
𝑝𝑝4

𝑝𝑝3
， 

で計算される物理量 Lt,34． 
（１７） 等温過程（③）における放熱量 Q34． 
（１８） 断熱過程（④）における内部エネルギーの変化量∆U41． 
（１９） 断熱過程（④）におけるエンタルピーの変化量∆H41． 
（２０） サイクルの理論熱効率ηth． 

 
 



⽔鱰鱩鱉鱫鱴密度ρw＝1000 kg/m3，動粘度νw＝1.0×10-6 m2/s�，空気鱰鱩鱉鱫鱴密度ρa＝1.23 kg/m3，動粘度νa＝
1.5×10-5 m2/s�，重⼒加速度�g＝9.81 m/s2鱭鱞鲐．答鱍鱰鱴必鱟単位鲇付鱖鲐鱘鱭．
数値鱬鱳解答鱬鱴有効数字3桁鱭鱜，単位鲗明記鱞鲐鱘鱭．

問題１．以下鱳問鱉鱰答鱍鲍．
⽔平鱰設置鱚鲑鱤円管内鲗密度ρ鱳⾮圧縮性流体鱑流鲑鱫鱉鲐．流鲑鱰対鱜鱫垂直鱯断⾯1鱏鲍鱸2鱰鱏鱖
鲐断⾯積鲗A1，A2，流速鲗U1，U2，静圧鲗P1，P2鱭鱞鲐．管路損失鱴無視鱬鱒鲐鲇鱳鱭鱞鲐．
(1) 断⾯1鱭2鱳間鱳連続鱳式鲗与鱍鲎鲑鱤⽂字鲗⽤鱉鱫表鱠．
(2) 断⾯1鱭2鱳間鱳鳑鳣鳄鱅鲜鱳式鲗与鱍鲎鲑鱤⽂字鲗⽤鱉鱫表鱠．
⾛⾏中鱳⾞鱰取鲏付鱖鱤鳌鳀鱅管鱰鲍鲏，全圧孔鱭静圧孔鱳差圧鲗⽔鳖鳆鳙鱅鲷鱬測定鱜鱤鱭鱘鲒，液柱
差 Δh = 18.0 mm鱬鱇鱨鱤．
(3) 差圧�ΔP鲗求鲆鲍．
(4) 鱘鱳差圧鱐鲎⾛⾏中鱳⾞鱰対鱞鲐空気鱳流速�U鲗求鲆鲍．
前⾯投影⾯積 A = 2.0 m²鱳⾃動⾞鱑，速度�v = 100 km/h鱬⾛⾏鱜鱫鱉鲐鱭鱒，空気抵抗 F = 350 N鲗受鱖
鱫鱉鲐．
(5) 抵抗係数�CD 鲗求鲆鲍．
(6) 速度鱑2倍鱰鱯鱨鱤鱭鱒，空気抵抗鱴何N鱰鱯鲐鱐鲗求鲆鲍．

2026年度⼤阪⼯業⼤学⼤学院⼯学研究科
電気電⼦・機械⼯学専攻 機械⼯学鲫鱅鲱
博⼠前期課程⼊試問題（第2回）流体⼒学

問題2．断⾯積A鱳鳆鲲鳣鱐鲎密度ρ鱳⽔鱑x⽅向鱰速度U鱬噴出鱜，
鱢鱳後滑鲎鱐鱯板鱰沿鱨鱫⾓度θ鱥鱖⽅向鲗変鱍鱫流鲑鱫鱉鱔鱭鱞
鲐．重⼒鱏鲍鱸粘性鱳影響鱴無視鱬鱒鲐鲇鱳鱭鱜，以下鱳問鱉鱰回
答鱠鲍．単位時間鱇鱤鲏鱰平板鱽流⼊鱞鲐x⽅向鱳運動量鲗与鱍鲎
鲑鱤⽂字鲗⽤鱉鱫表鱠．
(1) 板鱑受鱖鲐x⽅向鱳⼒Fx鲗導出鱠鲍．
(2) ⾓度θ = 30°，断⾯積A = 2.5×10⁻⁴ m²，速度U = 18 m/s鱳鱭鱒，

Fx鲗数値鱬求鲆鲍．

問題３．間隔h鱳⼆平⾏平板間鲗，⾮圧縮・定常・⼗分発達鱜鱤層流鱑流鲑鱫鱉鲐．流鲑鱴x⽅向鱳鲄鱰⽣
鱝，圧⼒鱴x⽅向鱰⼀定鱳勾配鱬低下鱜鱫鱉鲐．重⼒鱳影響鱴無視鱬鱒，壁⾯鱬鱴滑鲏無鱜条件 𝑢 0 =
0, 𝑢 ℎ = 0 鱑成鲏⽴鱩鲇鱳鱭鱞鲐．座標鱴下側壁鱐鲎鱳距離鲗 y（0 ≤ y ≤ h）鱭鱞鲐．流体鱴鳃鳝鱅鳀
鳫流体鱬下記鱳粘性⽅程式鱰従鱋．鲃鱤，⼗分鱰発達鱜鱤層流鱰鱏鱖鲐流体鱠鲘断応⼒分布鱴下記鱳式鱰
従鱋．以下鱳問鱉鱰答鱍鲍．

(1) 上鱳条件鱭与式鲗⽤鱉鱫，速度勾配du/dy鲗y鱳関数鱭鱜鱫表鱠．
(2) 速度分布u(y)鲗導出鱠鲍．
(3) 速度分布鱐鲎，最⼤流速umax鱏鲍鱸平均流速umean鲗求鲆鲍�．
(4) 平均流速umean /最⼤流速umax鲗求鲆鲍�．

流体鱠鲘断応⼒分布
𝜏(𝑦) =

𝑑𝑝
𝑑𝑥 𝑦 +𝐶

𝜏(𝑦)：位置�y 鱰鱏鱖鲐鱠鲘断応⼒
!"
!#： 𝑥⽅向鱳圧⼒勾配
𝑦：下側壁鱐鲎鱳壁⾯垂直⽅向鱳距離
𝐶：定数

粘性⽅程式
𝜏 = 𝜇

𝑑𝑢
𝑑𝑦

𝜏：鱠鲘断応⼒
𝜇：粘性係数
𝑑𝑢
𝑑𝑦：𝑦⽅向鱰対鱞鲐鱳速度勾配


